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春
闘
で
の
平
均
要
求

春
闘
で
の
平
均
要
求

月
３
万
円
を
超
え
る

月
３
万
円
を
超
え
る

　

20
春
闘
の
月
額
要
求
額

は
、
加
重
平
均
で
３
万
１
３

８
２
円
と
、
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
前
年
の
３
万
１
５
７

１
円（
最
終
）と
ほ
ぼ
同
水
準

で
、
抜
本
的
な
賃
上
げ
を
求

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
払
い
労
働
の
横
行
も
、

人
材
の
確
保
・
定
着
の
困
難

さ
の
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
正
規
職
員
が
答
え
た
１

カ
月
の
不
払
い
労
働
時
間
数

の
平
均
は
９
・
６
時
間
と
な

り
ま
し
た
が
、
実
態
は
よ
り

深
刻
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
増
員
の
必
要
性
を
訴
え

る
上
で
も
、
私
た
ち
自
身
が

不
払
い
労
働
を
自
覚
的
に
認

識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
と
分
会
が
休
憩

時
間
中
や
始
業
時
間
前
、
終

業
時
間
後
な
ど
に
お
こ
な
っ

　

昨
年
９
月
か
ら
始
め
た
「
20
春
闘　

福
祉
職
場
で
働
く

み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
集
計
結
果
（
１
７

０
５
人
が
回
答
）
で
、
福
祉
職
場
の
深
刻
な
実
態
が
あ
ら

た
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
大
幅
な
増
員
と

賃
金
の
引
き
上
げ
の
必
要
性
を
伝
え
、
共
感
を
広
げ
て
、

２
０
２
０
年
を
要
求
実
現
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
結
果
を
踏
ま
え
、
春
闘
で
職
場
に
最
大
限
の
努
力
を
迫

り
、
国
に
制
度
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　４月下旬から国連のNPT（核不拡散条約）
再検討会議が開催されるにあたって、日本か
ら要請代表団が派遣される。福祉保育労も代
表派遣カンパをよびかけていく。４月下旬に
は原水爆禁止世界大会ニューヨークも開催さ

れる。NHKが昨年12月に実施した世論調査
では、核兵器禁止条約に日本政府が「参加す
べき」が66％にのぼり、「参加しなくてもよ
い」は17％にとどまった。「核兵器をなくそ
う」の声を大きくあげる１年にしよう。

核兵器禁止条約に日本政府が「参加すべき」が66％に

　

今
の
仕
事
に
対
し
て
、

「
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

る
」
21
・
７
％
、「
や
り
が

い
が
あ
る
」
70
・
６
％
の
合

計
は
92
・
３
％
で
、
昨
年
の

最
終
結
果
の
91
・
８
％
を
上

回
り
ま
し
た
。「
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
と
違
っ
た
」
は

４
・
９
％
、「
今
の
仕
事
が

い
や
だ
」
は
２
・
８
％
に
と

ど
ま
り
、
や
り
が
い
の
実
感

の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

「
仕
事
や
職
場
に
つ
い

て
、
と
く
に
不
満
や
不
安
を

感
じ
る
こ
と
」（
３
つ
ま

で
）
は
、「
賃
金
が
安
い
」

64
・
６
％
、「
人
手
が
足
り

な
い
」
48
・
３
％
、「
休
暇

が
取
れ
な
い
」
28
・
３
％
、

「
仕
事
が
き
つ
い
」
23
・
０

％
な
ど
と
つ
づ
き
、
賃
金
の

引
き
上
げ
と
職
員
の
増
員
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
仕
事
を
や
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
る
か
」
に
つ

い
て
、「
い
つ
も
思
っ
て
い

る
」
11
・
３
％
、「
時
々
思

う
」
56
・
４
％
の
合
計
は
67

・
７
％
に
。
離
職
志
向
が
高

く
、
働
き
つ
づ
け
ら
れ
な
い

状
況
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

　

「
収
入
（
年
間
）
は
前
年

に
比
べ
て
ど
う
な
り
ま
し
た

か
？
」
に
つ
い
て
、「
増
え

た
」
52
・
８
％
、「
変
わ
ら
な

い
」
36
・
２
％
、「
減
っ
た
」

10
・
９
％
で
、「
増
え
た
」

割
合
は
前
回
の
結
果
（
54
・

９
％
）
よ
り
減
少
し
ま
し

た
。
政
府
が
継
続
的
に
講
じ

て
い
る
処
遇
改
善
策
が
、
必

ず
し
も
当
事
者
の
実
感
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

て
い
る
業
務
を
正
確
に
と
ら

え
て
把
握
し
、「
な
か
っ
た

こ
と
に
さ
せ
な
い
」
姿
勢
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

超
勤
支
払
い
方
法

超
勤
支
払
い
方
法

2020
代
の
３
割
が

代
の
３
割
が

「
わ
か
ら
な
い
」

「
わ
か
ら
な
い
」

　

超
勤
手
当
の
支
払
い
方
法

に
つ
い
て
、「
わ
か
ら
な

い
」
と
答
え
た
の
は
、
30
代

か
ら
60
代
で
は
13
〜
18
％
台

で
す
が
、
20
代
は
そ
の
ほ
ぼ

２
倍
と
な
る
30
・
９
％
に
の

ぼ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
提
供

し
た
労
働
力
の
対
価
で
あ
る

超
過
勤
務
手
当
が
ど
の
よ
う

に
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、

し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ

う
、
現
状
を
地
方
組
織
や
分

会
で
把
握
・
共
有
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
う
え
で
、「
な
か

っ
た
こ
と
に
さ
せ
な
い
」
た

め
に
、
手
当
の
申
請
の
徹
底

や
業
務
の
見
直
し
、
さ
ら
に

大
幅
な
増
員
な
ど
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

障
害
者
が
働
く

た
め
に
は
、
障
害

に
応
じ
た
配
慮
や

介
助
が
必
要
で

す
。
上
下
に
昇
降

す
る
車
イ
ス
用
の

事
務
机
や
視
覚
障
害
者
用
の
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
準
備
、
重
い
物

を
運
ば
せ
な
い
な
ど
の
配
慮
、

ト
イ
レ
介
助
や
職
場
内
の
移
動

も
、
雇
用
主
の
責
任
で
お
こ
な

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

必
要
経
費
は
、
一
部
で
す
が

国
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
介
助

は
従
業
員
同
士
が
協
力
し
て
お

こ
な
う
か
、
介
助
す
る
人
を
会

社
の
費
用
で
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
働
く
場
で

は
、
福
祉
に
よ
る
介
助
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

重
度
障
害
の
あ
る
参
議
院
議

員
が
誕
生
し
、
参
議
院
の
費
用

負
担
で
、
議
員
活
動
中
の
介
助

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
い

た
ま
市
で
は
、
重
度
障
害
者
が

働
き
続
け
て
い
く
た
め
に
、
福

祉
に
よ
る
介
助
を
認
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
も
、
福
祉
に
よ

る
介
助
の
提
供
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
権
利
保
障

に
む
け
て
重
要
な
動
き
で
す

が
、
ま
だ
一
歩
前
進
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
障
害
者
の
働
く
権
利
の

確
立
へ
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

（
谷
本
）

高宮信一･作
アッキーと晋三に仲間が増えた

東
海
地
本
「
福
祉
は
権
利
」
職
員
の
大
幅
な
増
員
と
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
リ
レ
ー
宣
伝
in
大
曽
根
（
２
０
１
９
年
10
月
23
日
）　
　
　
　
　

職員の大幅増員職員の大幅増員＆＆賃金UPへ賃金UPへ

「
や
り
が
い
が
あ
る
」

「
や
り
が
い
が
あ
る
」

9292
・
３
％
に

・
３
％
に

要求アンケートでさら
に深刻さが浮きぼりに

２０２０年

ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
！

今の仕事について今の仕事について

仕事をやめたいと思ったことは？仕事をやめたいと思ったことは？

アンケートに寄せられた声からアンケートに寄せられた声から
■「以前は超勤手当がほとんどつ
かず、自分の時間が削られ、体力
的にも精神的にもきつかった。手
当がつくようになって精神的負担
はかなり軽くなった。それでも生
活に余裕はなく、毎日切りつめて
生活している」（北海道・ 保育
園、20 代）■「ひとり親のため、
中学に進学した息子の教育費がこ
れからどれくらいいるのか不安」
（兵庫・介護事業所、40代）■
「年々処遇困難児が増え、職員の
超勤が増えている。また、精神的
に重圧を感じることもあり、メン
タルヘルスの重要性を感じる」
（東京・児童養護施設、50代）■
「30年以上働いても、息子の会社
の初任給とほぼ同じ。60歳を過ぎ
ても働きつづけなければ生活は厳
しい」（滋賀・障害者施設、50代）

やりがいがある
70.6％

今の仕事が
いやだ
2.8％

とても
やりがいがある
21.7％

自分のやりたい
ことと違った
4.9％

自分のやりたい
ことと違った
4.9％

時々思う
56.4％

全く
思わない
5.9％

いつも
思っている
11.3％

あまり
思わない
26.5％

あまり
思わない
26.5％



②なかま③ 福祉の

　2020春闘討論集会が開催され、地方役員と中執・書記あわ
せて49人が出席しました。澤村書記長による基調報告では、
現場実態を可視化して、国民の福祉要求と「大幅増員と賃金
引き上げ」を結びつけて世論化していくこと、統一要求の提
出・回答引き出し・団体交渉をすすめていくこと、国会請願
署名を広げ、「３. 12ストを含む全国いっせい行動」にむけて
山場をつくっていくことなどが強調されました。そのあと、
賃金闘争委員会から20春闘統一要求について、この時点での
共通項目と統一基準が提案されました。組織部会の「組織拡
大状況の到達と課題を踏まえた問題提起」の報告もうけて、
６～７人のグループで討論をおこないました。
　２日目は、19春闘の前進をきっかけに休憩時間を実現した

静岡地本・つくしんぼ分会と、組合活動の「見える化」など
で加入者を増やしている京都地本・こぶしの里分会から特別
報告がされました。７つのグループで討論が繰り広げられ、
報告を全体で共有し、さらに各地で論議をていねいにすすめ
ていくことを確認しました。福祉保育労共済の新しい学習資
料による解説もおこなわれました。
　感想アンケートには「休憩がなくて当たり前という意識で
仕事をしているので、報告をうけてまず意識を変えることが
大事だと思った」などの声が寄せられました。

11月30日・12月１日　東京

福祉保育労2020春闘討論集会
２つの特別報告も踏まえて
 グループ討論で春闘論議

加
入
者
増
や
19
春
闘
で
の
増
員
で
休
憩

保
障
を
実
現
し
た
事
例
の
特
別
報
告
も

案・タミヤ　画・ニムラ
137

　仕事をがんばったり、楽し
んだりするためにも、プライ
ベートが充実していないと活
力につながらないと思いま
す。どちらも全力で楽しんで
いきたいです！
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▶
栃
木
・
ひ
ま
わ
り
分
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

武
笠　

吉
男
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▶
福
祉
保
育
労
中
央
執
行
委
員
長
（
組
合
専
従
）

土
田　

昭
一
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▶
大
阪
・
ひ
び
き
福
祉
会
分
会
（
障
害
者
事
業
所
）

恩お
ん

知ち　

浩ひ
ろ

展の
ぶ

さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

賃
金
や
労
働
時
間
、
休

憩
な
ど
の
労
働
条
件
の
最

低
限
度
は
、
労
働
基
準
法

（
以
下
、
労
基
法
）
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働

時
間
に
つ
い
て
は
、「
休

憩
時
間
を
除
き
一
日
に
つ

い
て
八
時
間
を
超
え
て
、

労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」「
労
働
時
間
が
六
時

間
を
超
え
る
場
合
に
お
い

て
は
少
く
と
も
四
十
五

分
、
八
時
間
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は
少
く
と
も

一
時
間
の
休
憩
時
間
を
労

働
時
間
の
途
中
に
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
な
く
て
は
、
労
働
者

の
命
や
健
康
が
お
び
や
か

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
十
分
な
休
憩

を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い

労
働
者
が
必
要
な
注
意
、

安
全
配
慮
を
お
こ
な
え
る

は
ず
は
な
く
、
福
祉
職
場

の
利
用
者
の
命
や
健
康
が

お
び
や
か
さ
れ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。
福
祉
職
場
に

あ
り
が
ち
な
「
労
基
法
を

守
っ
て
い
て
は
、
利
用
者

の
権
利
を
守
れ
な
い
」
と

い
う
理
解
は
、
そ
の
意
味

で
根
本
的
に
間
違
っ
て
い

ま
す
。

　

20
春
闘
で
は
、「
最
低

基
準
」
で
あ
る
労
基
法
等

の
法
定
労
働
条
件
が
福
祉

労
働
の
現
場
で
未
確
立
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

問
題
に
し
、
声
を
大
き
く

し
て
、
大
幅
な
職
員
の
増

員
と
賃
上
げ
の
実
現
を
求

め
ま
し
ょ
う
。
公
費
を
財

源
に
運
営
さ
れ
る
福
祉
職

場
で
労
基
法
が
守
ら
れ
な

い
事
態
の
重
大
性
は
い
く

ら
強
調
し
て
も
足
り
ま
せ

ん
。
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
人
権
侵
害
の
一
掃

を
、
福
祉
労
働
者
と
住
民

の
命
と
健
康
の
問
題
と
し

て
一
歩
も
退ひ

か
ず
に
要
求

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

ま
た
、
労
基
法
を
持
ち

出
し
て
、
不
利
益
変
更
を

し
よ
う
と
す
る
使
用
者
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
同
法

は
、あ
く
ま
で
「
最
低
基

準
」で
、こ
れ
を
上
回
る
労

働
条
件
を
整
備
す
る
努
力

を
労
使
に
要
請
し
、「
こ
の

基
準
を
理
由
と
し
て
労
働

条
件
を
低
下
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
て
い
る
の

で
す
。
労
基
法
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り

を
、
法
人
に
そ
し
て
国
に

迫
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●18日（土）午後　第56回中央委員会（都内）
 ～19日（日）
　＊統一要求を含む春闘方針を論議し決定します

１月

●19日（水）　福祉保育労中央行動
　＊議員要請行動と学習決起集会等を予定しています

２月

●12日（木）　ストを含む全国いっせい行動（各地で）
３月

▶
北
海
道
・
モ
エ
レ
は
と
ポ
ッ
ポ
分
会
（
保
育
園
）

浅
野　

敦
樹
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◀
岩
手
・
岩
手
県
社
会
福
祉
労
働
組
合
（
組
合
専
従
）

柴
田　

亜
希
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲宮城・中央分会（認定こども園）
林　良徳さん　　　　　　　　

▲東京・アゼリヤ分会（救護施設）
横田　美奈子さん　　　　　　

▲広島・もみじ分会（就労継続支援Ｂ型事業所）
九内　康夫さん　　　　　　　　　　　

▼千葉・妙典保育園分会　　
　　　　　　鈴木　恭子さん

▶群馬・おひさま飯塚
保育園分会　　　

 藤巻　幸恵さん

▶京都・上京ワークハウス分会
　（就労継続支援Ｂ型事業所）
 竹島　龍史さん

◀石川・あゆみ分会（保育園）
　畝
うね

林
ばやし

　奈保子さん

労
働
基
準
法
が
守
ら
れ
な
い
実
態
を
当
然
と
せ
ず

法
定
労
働
条
件
を
遵
守
・
改
善
さ
せ
る
た
め
に
声
を
あ
げ
よ
う

　さあ、2020年がスタートしました。今年は東京五輪も開催
されます。13人の組合員に、１年間で実現したい「私の金メ
ダルチャレンジ！」を掲げてもらいました。新しい年を迎え
たなか、みなさんはどんなチャレンジを掲げますか？
　金メダルめざして、前に進んでいきましょう。

ささあ あ 2020年2020年

私私のの金メダル
チャレンジ！チャレンジ！

　今までは貯金を気にしてあまり
使えていなかったのですが、これ
からはもう少し自由に使って楽し
んでいきたいと思っています。

　専従者を配置し、栃木
支部は新たなステージを
迎えています。明るく元
気に、みんな笑顔で、強
く大きな組織をつくる先
頭に立ちます。

　県本部と職場のパイプ役として、
組合員の方々が小さな事でも組合
に話しやすく、組合員間でも連絡
しやすい環境を作っていきたい。

　人手不足で休みが取りづ
らく、また、土日なども行
事や研修があると休みがな
く、自分の時間が作れない
ので、働きやすい職場にし
ていきたい。

　利用者を支えていくた
めに、職員が余裕を持っ
て働けるように職場づく
りをしていきたい。

　組合活動を通じて、他の事
業所・職場の職員とのつなが
りが広がりました。福祉が厳
しい状況のなか、小さな悩み
から大きな悩み、何でも相談
できる関係になれたらと思っ
ています。

　もみじ福祉会は2020年で
40周年を迎えます。これか
らも組合が法人と共に民主
的な職場を守っていくため
に積極的な活動をしていき
たいです。

　事業所にあった問題点を分会み
んなで振り返って是正させること
ができました。風通しのいい労働
環境をめざしていきます。

　相手の考えや思いをしっかり聴
き、自分の意見もていねいに伝え
る。困難を乗り越える出発点とし
て、笑顔と対話を大切にしたい。

　組合のない職場で働いていま
す。職員の働き方を見ていると
組合が絶対に必要だと思いま
す。仲間づくりを進めて、働きつ
づけられる環境をめざします！　定年まであと２年。こ

の職場で働き続けて30
年。息が切れそうなとき
もあるけど、完走めざし
てがんばります。

　職場の仲間の声を聞き、思
いを伝え合い、要求をまとめ
ていきたい。より良い保育を
めざし、みんなが働きやすい
職場をつくりたいです！

◀
福
岡
・
ひ
か
り
分
会
（
障
害
者
支
援
施
設
）

安
東　

昭
洋
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第338号 2020年１月号

みんなでみんなで
共済に共済に

加入しよう！加入しよう！

　

「
自
分
の
権
利
も
守
ら
れ

て
い
な
い
の
に
、
子
ど
も
の

権
利
が
守
れ
る
の
か
」。「
労

基
法
も
守
ら
れ
な
い
。
ブ
ラ

ッ
ク
な
働
き
方
を
変
え
た

い
」。
こ
う
し
た
二
人
の
思

い
が
一
つ
に
な
り
、
昨
年
６

月
、
24
人
の
仲
間
で
分
会
を

結
成
し
ま
し
た
。

　

結
成
ま
で
に
準
備
会
を
６

回
お
こ
な
い
、
47
項
目
に
も

及
ぶ
要
求
書
を
ま
と
め
ま
し

た
。
当
初
、
多
く
の
組
合
員

は
「
法
人
も
お
金
が
な
い

し
、
こ
ん
な
こ
と
要
求
し
て

い
い
の
か
な
」
と
控
え
め
で

し
た
。
し
か
し
、
正
規
、
非

正
規
の
違
い
を
越
え
て
本
音

を
出
し
あ
い
、
予
行
練
習
を

す
る
な
か
、
交
渉
で
は
自
ら

の
言
葉
で
思
い
が
語
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
仲
間
と
学
習
や
要
求
議

論
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
ら

し
く
権
利
を
主
張
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、

あ
る
執
行
委
員
は
自
ら
の
変

化
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
現
状
を
変
え
た
い
と
団
結

し
た
時
の
熱
量
は
す
ご
い
」

と
二
人
は
驚
き
ま
す
。
結

果
、パ
ー
ト
の
処
遇
改
善
、看

護
・
介
護
休
暇
の
実
現
、
代

休
付
与
、
賞
与
の
削
減
阻
止

な
ど
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
た
声

を
力
に
、「『
子
ど
も
の
た
め

に
』
と
我
慢
を
強
い
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
職
員
を
大
切
に
す
る
法
人

づ
く
り
」
が
当
面
の
目
標
で

す
。

仲間がいることの安心感
支部の仲間が大きな支えに

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
解
消

法
】（
藤
田
さ
ん
）

異
文
化
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
人
と
過
ご

す
。
ネ
コ
と
ゆ
っ
く
り
す

る
。

広島支部　福山たんぽぽ保育園分会

分会長　岸本　　愛さん（右）
書記長　藤田　彩花さん（左）

インフルエンザの
休業給付で気持ちも元気に！

学習資材第２弾！組合員向けに鋭意作成中!!

第１弾　役員向け資料

福祉保育労共済会に届いた声福祉保育労共済会に届いた声

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
12
月
は
師
走
、
１
月
は
？

④ 

正
月
の
伝
統
的
な
遊
び
、
河

川
敷
や
公
園
で

⑦ 

体
を
曲
げ
る
と
車
輪
の
よ
う

に
見
え
る
大
型
の
海
老

⑨
♪
…
…
を
越
え
行
こ
う
よ
♪

⑩
…
…
夜
に
ち
ょ
う
ち
ん

⑪
「
有
罪
」
の
反
対
語

⑫
「
栗
鼠
」
の
読
み
方
は
？

⑭ 

百
貨
店
の
地
下
階
の
食
料
品

売
り
場
の
こ
と
で
す

⑯ 

ジ
ョ
ー
カ
ー
を
含
む
53
枚
の

カ
ー
ド

⑱
ト
マ
ト
は
…
…
科
の
植
物

⑳
映
画
の
場
面
。
ラ
ブ
…
…

㉑
割
合
。
百
分
…
…

㉓
ロ
ン
ド
ン
は
…
…
の
都

㉔
七
福
神
が
乗
っ
て
ま
す

㉖
季
節
。
ス
キ
ー
…
…
開
幕

㉗
線
。
ア
ン
ダ
ー
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
「
椋
鳥
」
の
読
み
方
は
？

②
恩
返
し
？
を
す
る
鳥

③
期
間
の
終
わ
り
。
…
…
試
験

④
か
わ
い
い
子
に
さ
せ
ま
す

⑤
イ
ワ
シ
・
サ
ン
マ
・
サ
バ

⑥
内
科
医
↑
↓

⑧ 

１
月
２
日
・
３
日
に
東
京
〜

箱
根
を
往
復
し
ま
す

⑪
恥
し
ら
ず
。
厚
顔
…
…

⑬
物
語
や
映
画
の
す
じ

⑮ 

米
津
玄
師
さ
ん
の
２
０
２
０

応
援
ソ
ン
グ

⑰
展
…
会
。
観
…
…
車

⑲
三
、
四
年
か
ら
五
、
六
年

⑳
サ
イ
ン
な
ど
す
る
厚
紙

㉒
棒
状
に
垂
れ
下
が
っ
た
氷

㉔
舌
の
肉
。
…
…
シ
チ
ュ
ー

㉕
勝
利
の
…
…
サ
イ
ン

３
３
６
号
（
２
０
１
９
年
11
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
３
６
号
の
答
え
は
、「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
」で
し
た
。応
募
は
23

人
で
、
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

根
本　

敦
子
さ
ん

（
東
京
地
本
・
み
つ
ば
ち
保
育
園
分
会
）

船
木　

慎
太
郎
さ
ん

（
東
海
地
本
・
き
た
ち
く
さ
分
会
）

青
山　

美
雪
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

篠
原　

綾
香
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

原
田　

雄
一
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶２月15日
発表▶2020年３月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

紙面を読んで

イ ル ザの
入ってて 良か

った!!
入ってて 良か

った!!

　11月に山形で毎年開催されている社研集会
に出席してきました。パワハラをなくそうと
いう講義などをうけて、大変勉強になり、私
もとりくめるようにしていきたいと思いまし
た。いつも「教えて！福志朗先生」の４コマ
が大好きで楽しみで、よく見ています。

パワハラをなくそうという
講義が刺激に

山形地本・最上支部　阿部　美希さん

　私たちが納めている税金がどうやって使わ
れているのか、きちんと学んで、これはおか
しいんじゃないかと、声をあげていける賢い
労働者になりたいです。福祉にお金をつかっ
てほしいと思うなか、「桜を見る会」の報道
にふれるたびに、本当に腹立たしい気持ちに
なります。

税金の使途を知り
声をあげていきたい

東海地本・田代保育園分会　白鳥　睦さん

　組合の立ち上げをして１年が経ちました。
まわりの活動状況を参考にして、内部の交流
を密にして、外部での学習もみんなでがんば
りました。組合の歴史が長い法人なので、ア
ドバイスもたくさんもらえています。ささい
なことでも改善に向かっていることが励みに
なっています。

組合を立ち上げて１年が経って
東海地本・きたちくさ分会　船木　慎太郎さん

　まだまだ保育士の給料は低く、他の職種並
みに改善してほしいです。「福祉のなかま」
11月号を読んでビックリ！日本の保育士配置
の最低基準は、先進国で最低レベル。配置基
準も改善して！

配置基準が最低レベルって!!
大阪地本・コスモス分会　宮井　保代さん

学習資材ができました学習資材ができました

　執行委員が年度ごとで交代する分会も多いの
で、継続して話に出し、まずは共済について執行
委員や分会役員への説明をしていくことからとり
くみたい。
 （新潟地本　共済担当）

　この度、インフルエンザでの休業に対し、
給付をありがとうございました。予防接種は
受けているのですが、保育園で流行してかか
ってしまいました。高熱で苦しく、仕事以外
にも大切な用事があったのですが、かなわず
つらい思いをしました。それでも、助けあい
のおかげで気持ちが元気になりました。
 （愛知県・くろみつさん）

　今期の福祉保育労共済会の活動方針では、すべ
ての地方組織で「ワンコイン共済」の加入率１割
増をめざしています。そのために各地方組織の共
済担当者が組合員や非組合員の方々にわかりやす
く共済の魅力を伝えていくことが大事です。
　福祉保育労共済会では、地方組織の役員や共済
担当者向けに学習資材を作成しました。福祉保育
労共済について広く語れるようになるために、ぜ
ひご活用ください。

役員・共済担当者向け
学習資材のポイント　

　表やグラフはもちろん、歴史や制度の概要など
を詳しく説明できる！

　会議や学習会でも活用できるよう、アレンジが
可能。総合パンフレットとセットで活用してくだ
さい。

　各スライドには、何を話せばいいのか迷わない
ようにセリフを振ってあります！

～みんなが共済の解説者に～

共済制度についてわかりやすく解説

ポイント●①

ポイント●③ 学習会に活用

ポイント●② プレゼン資料はセリフ付き

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法


